
15 - 17
16 - 7
19 - 6

Ｃ 25 - 19
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 1 1 0
8 * 0 0 8 13 2 6 1 3 6 9 2 0 1 1
9 * 1 5 3 5 2 5 3 1 2 3 2 4 0 0
10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0
13 * 0 0 1 4 0 0 0 4 10 14 1 0 2 0
14 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
30 * 0 3 5 14 2 4 2 3 4 7 3 3 3 0
33 0 0 0 3 3 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
35 * 2 3 4 10 0 0 4 2 5 7 1 4 4 1
43 0 0 0 4 5 0 2 3 2 3 5 1 1 0 0
45 0 0 0 0 6 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0
78 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 1 1 2 0

3 13 28 61 10 23 15 16 36 52 11 15 13 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 2 2 2 1 0 0 0 1 0 1 0
2 0 1 3 3 7 0 2 3 3 5 8 0 0 2 0
3 0 0 0 1 4 0 4 0 0 3 3 0 1 0 0
4 0 0 1 1 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
6 * 0 3 2 3 0 0 4 0 0 0 3 0 0 0
7 * 0 1 1 4 0 0 3 0 3 3 1 0 1 0
10 0 0 2 0 3 2 2 1 1 1 2 0 1 1 0
11 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0
14 0 0 4 2 4 0 1 2 1 4 5 3 2 1 0
18 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
20 0 0 0 2 5 1 4 0 4 1 5 1 0 1 0
21 * 0 0 2 6 2 2 3 3 2 5 0 1 0 0
24 0 0 0 1 1 0 0 1 2 1 3 1 0 0 0
35 * 1 4 1 6 2 2 2 0 2 2 2 1 1 0
41 * 0 0 1 3 0 0 1 2 6 8 2 0 0 0

0 0 1 1 0
2 18 17 54 9 19 21 19 30 49 16 6 8 0
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試合ＮＯ 56
戦評
【総括】
第44回関西学生バスケットボール選手権大会も5日目となり、ベスト8が出揃った聖地・東淀川体育館での最終試
合。昨年の覇者でありユニバーシアード日本代表候補に選出された#30木下と、U-19日本代表に選出されている
スーパールーキー#8吉井を擁する大阪学院大学と、2部リーグ所属ながらも内外共に盤石の布陣を固め、今大会に
一波乱起こそうと睨みを効かせる同志社大学との一戦となった。前半は同志社の気迫の攻守を大院大は抑えきるこ
とができずに切迫した展開となる。後半で大院大は#8吉井の連続得点や#13山中のリバウンドによって同志社を抑
え込み、同志社は多くのメンバーで得意のセットオフェンスを体現する。しかし同志社はセカンドチャンスをこと如く
封じ込まれ得点を阻まれ、ディフェンスでもリバウンドを立て続けに奪われる。75-49とその実力以上に点差を開けら
れてしまった同志社だがやはりその力は関西でも屈指といえるだろう。堂々たる威圧感でベスト8まで勝ち進んできた
自信を胸に明日以降の順位決定戦で結果を残してもらいたい。一方で相手のリズムに惑わされることなく自分たち
のバスケットで完勝を記した大院大は今大会2連覇を見据え明日の準決勝に挑む。
【第1ピリオド】
先制は今シーズンから急激な覚醒を遂げた#35村井。続いて#6柳原が小気味良くブレイクで加点し、強気で大院大
を圧迫する。大院大は自らのペースで試合を運ぼうとするが同志社の奮起のディフェンスでフィニッシュまで決めき
れない。#6柳原、#35村井のジャンパーで4-13とリードを奪ったところで大院大のギアが上がる。関西を代表する選
手にまで成長した#30木下が次々加点しリバウンドからボール運びまでゲームをコントロールし#35吉川が援護射撃。
見事なセットプレーで15-17まで追いついた。お互いインサイドが奮闘しセカンドチャンスを許さない展開となった。
【第2ピリオド】
開始早々、大院大#35吉川のセットプレーからの3Pシュートで同点とし、試合は一気に拮抗状態へ。ブレイク続きの
第1ピリオドとは打って変わってセットプレーでお互いが試合展開を進める。それでもやはり攻め気の同志社。リバウ
ンドからルーズボールまで大院大に付け入る隙を一切与えようとしない。大院大#8吉井がジャンパーを沈めた直後、
スティールからのアンスポーツマンライクファウルをもらい5点連続加点。関西に衝撃を与える鮮烈デビューを果た
す。31-24と大院大がリードを奪ったところで前半終了。勢いで押し切りたかった同志社だが#8吉井、#13山中のイン
サイドコンビを攻略することが出来なかった。
【第3ピリオド】
4年生になり自覚と責任を強く意識するようになったのか、大院大#35吉川が絶妙な位置での難しいジャンパーで先
制。前半はスタミナ切れで交代した#8吉川も復帰し2連続得点。#9雲井が嘲笑うかの如く3Pシュートを沈め14点リー
ドを奪い、たまらず同志社はタイムアウトを要求。しかし同志社は焦りからシュートを早打ちしてしまいリバウンドも取り
こぼしてしまう。メンバーを入れ替えリズムの調整を図る同志社だが大院大の強固なディフェンスを攻略できずにみ
るみる点差は開き30-48の大量ビハインドを背負う。完全にぺースを掴んだ大院大はセットプレーからの1on1で思う
ように加点を続ける。第3ピリオド終了し大院大#8吉井は18得点9リバウンドの大活躍。
【第4ピリオド】
なんとか爪痕を残したい同志社は#14岩坪、#3下田の連続得点で息を吹き返そうと試みるが大院大も加点を続け
る。両者得点を重ねるハイペースな展開となるが同志社にとっては大院大の得点をどうしても抑えたいところ。何か
一手を打ちたいところだが、あくまで真向勝負し自分たちのスタイルで挑み続ける。同志社ルーキー#20中島の気迫
のバスケットカウントや#00浅沼のフリースローで見せ場を作るがやはり点差が縮まることはなく試合終了。同志社の
挑戦は儚くとも終わってしまった。

主審 石川　淳也 副審 大野　哲広 戦評
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敗チーム

同志社大学

佐々木　未央 (関西学連)

開始時間 15:30
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト

男子 順位決定戦 勝チーム

試 合 日 2017.05.03
大阪学院大学

記録 関西学生バスケットボール連盟

大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

雲井 峻平 11 27
朝井 佳祐 0 1

BS MIN

東村 一成 1 4
吉井 裕鷹 18 24

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

安田 蓮平 0 4
吉岡 信友 0 8

永野 智久 0 4
山中 将輝 2 35

吉川 拓巳 14 27
都築 寛太 8 11

木下 誠 12 32
岡本 遼 7 5

0 - -
Team / Coach: 行広　伸太郎

藤井 成悟 2 14
尾西 直也 0 4

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 75 200
RATE 23.1% 45.9% 43.5%

宇治田 健郎 9 24
下田 忠至 2 8

ST BS MIN

浅沼 暸太 2 5

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

古村 健一 2 22
右田 卓也 2 16

永塘 哲生 2 4
柳原 功希 4 19

辻 耀平 0 5
中島 海里 5 7

福島 悠喜 0 13
岩坪 康太朗 4 14

村井 大陸 7 22
野見 悠人 2 15

田邊 陸也 6 22
万九里 光司 2 4

RATE 11.1% 31.5% 47.4%

Team / Coach: 加賀美　伸彰 -
合　　　計 49 200


